


































Nutrition and Health in each Life Stage
― A Study on Likes and Dislikes in Food of Nursery School Children and their Health ―
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５～６歳児群
表－１　対象保育園児の内訳
１歳 ４歳 ５歳 ６歳 計







女　　児 40 58 92 77 94 70 431

































好き嫌いの内容の記載なし ４人 16人 35人





































































肥 満 気 味
嫌いな食物がある 4.4％ 2.8％ 5.0％
嫌いな食物がない 21.4％ 0％ 0％
ｐ値（Fisher直接法） 0.033＊ 1.000 1.000
や せ 気 味
嫌いな食物がある 1.0％ 3.9％ 7.4％
嫌いな食物がない 7.1％ 0％ 0％
ｐ値（Fisher直接法） 0.181 1.000 1.000
風 邪 を
ひきやすい
嫌いな食物がある 33.3％ 15.0％ 18.5％
嫌いな食物がない 14.3％ 5.6％ 40.0％
ｐ値（Fisher直接法） 0.235 0.490 0.237
発 熱 し
や す い
嫌いな食物がある 6.9％ 3.9％ 4.7％
嫌いな食物がない 7.1％ 5.6％ 0％
ｐ値（Fisher直接法） 1.000 0.526 1.000
疲れやすい
嫌いな食物がある 2.9％ 3.3％ 8.4％
嫌いな食物がない 0％ 0％ 20.0％




肥 満 気 味
好き嫌いが多い（＋） 2.8％ 3.9％ 6.3％
好き嫌いが多い（－） 5.7％ 2.3％ 4.5％
ｐ値（Fisher直接法） 0.695 0.432 0.586
や せ 気 味
好き嫌いが多い（＋） 8.3％ 9.1％ 12.5％
好き嫌いが多い（－） 0％ 2.3％ 5.6％
ｐ値（Fisher直接法） 0.004☆ 0.011＊ 0.038＊
風 邪 を
ひきやすい
好き嫌いが多い（＋） 36.1％ 27.3％ 21.9％
好き嫌いが多い（－） 31.3％ 11.3％ 17.1％
ｐ値（Fisher直接法） 0.564 0.001☆ 0.368
発 熱 し
や す い
好き嫌いが多い（＋） 8.3％ 3.9％ 7.3％
好き嫌いが多い（－） 6.6％ 4.0％ 3.8％
ｐ値（Fisher直接法） 0.719 1.000 0.170
疲れやすい
好き嫌いが多い（＋） 2.8％ 10.4％ 13.5％
好き嫌いが多い（－） 2.7％ 1.3％ 6.9％
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保育園児およびその保護者に対する食育と
ともに、保育所職員の食に対するより一層
の理解が必要であろう。
謝　　辞
ご多忙のところ、調査にご協力ください
ました保護者の皆様および関係職員の皆様
に感謝申し上げます。
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